
【公 財】
●⽷島市⺠へ根拠に基づくフレイル予防の普及
●フレイル予防「⽷島モデル」をアジアに発信
●フレイルチェックを健康づくり事業として定着

【器 財】
●フレイルチェックシステムの確⽴と製品化
●フレイル予防に有⽤なIoT機器の開発
●市⺠モニターによる効果検証と製品化

【知 財】
●運動・⼝腔・⼼理・睡眠の４柱に基づく
効果的な指導プログラムの開発と製品化
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1フレイル予防研究事業で獲得を⽬指す３つの「財」
九州⼤学

⽷島市

⽷島市⺠

関連企業
住友理⼯株式会社
その他、NTTドコモや
近隣医療機関など複数の
企業・団体が共同研究や
受託研究を通じて協⼒

Kishimoto. 2021年8⽉18⽇更新



・参加者134名
・睡眠・メンタルヘルスの講話
・研究成果報告
・市内ボランティ団体紹介・交流
→12団体が参加

【参加団体】
いとの会、食進会、おもちゃ病院、
ごみゼロ、愛犬会、つんのーて、
火よう会、ケアラーズ、マイスターズ、
笑いヨガ、六十爺の会、レクレーションクラブ

2019年度実施報告書 補足資料
目標1）フレイル予防運動教室の継続 目標2）健康イベントの開催

目標3）フレイルチェック事業の継続 目標4）口腔機能介入プログラムの試行
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第1シーズン
(2018.10-12)

第2シーズン
(2019.1-3)

第3シーズン
(2019.4-7)

第4シーズン
(2019.8-9)

継続率
83.1％
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フレイルチェック
を受けた高齢市民 99名

(2018.10-2019.1)

丁寧に対応
してくれた。

悩みが話せて
楽になった

予想以上に
身体が衰えていた。

出張フレイルチェックの風景
(2019.10.8)

・参加者53名
・介入期間3か月
・舌圧強化トレーニング
・毎食後に実施
・参加者の90％以上に、
口腔機能の改善を認めた。

改善
90％

65.1％



九大が提案するフレイル予防モデルの構造
広報誌 友人 サロン等 健康

イベント
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